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「で、どんなタイプだったんですか？」

　既に酔っ払った同僚の関せき口ぐち眞ま美みが、絡み口調で課長の桐生きりゅう賢けん吾ごに問いかけている。

「どんなって言われても、大昔の話だからなぁ」

　すっかり忘れてしまったとばかりに、桐生は遠い目をして天井を仰ぎ見る。

「じゃあ、矢代くんは？」

　その間にと、眞美の次の標的は矢や代しろ康こう輔すけに移ってしまった。それは何も康輔が桐生の隣に座っていたからだけではない。その前からの話題が関係していた。

　四十歳の桐生も三十歳になったばかりの康輔も、社内で一、二を争うモテ男だ。共にほぼ百八十センチの長身で、中年体型になることもなく、スリムな体を維持している。

　それだけでももてる要素は充分だが、桐生は明るい性格そのままの派手な顔立ちの男前で、康輔は冷静な性格を表すかのようにきりりとした一重が印象的な二枚目だ。その二人がいつまでも独身でいれば、気になるのも無理はない。理想が高すぎるせいではないかと、酒の席ならではの上下関係を抜きにした砕けた話題で盛り上がっていたところだった。

「俺は覚えてない」

　康輔は思い出す素振りも見せず、素っ気なく答えた。

「またまたー。初恋の人だよ？　普通は忘れないでしょ」

「忘れたとは言ってない。どれが初恋だったのか覚えてないだけだ」

　康輔の答えに、同じテーブルにいた全員が、意味がわからないとばかりに言葉を詰まらせる。飲み会が始まって以来の沈黙だ。

「それじゃ、最初に付き合った子は？」

「それは向こうから告白されたから……」

「うわ。最低。好きじゃなかったってこと？」

　同期だから、眞美の言葉には容赦がない。だが、最低男呼ばわりされても、あながち否定はできなかった。

　康輔が過去の彼女たちに対して、本気だったかと問われると、正直なところ違うとしか言えない。誰一人として、別れた後に未練を感じたことはなかったからだ。

「それって、初恋はまだってことじゃない。もしかして、桐生課長もそうなんじゃ……」

　眞美は黙ったままの桐生に話を振る。

　さっきから桐生は初恋相手を思い出すような素振りを見せていたが、実際には違うことを考えていたはずだ。それに気付いているのは、この場では康輔だけに違いない。

　桐生は康輔のいる営業開発課の課長であり、直属の上司ではあるが、もっとも親しい同僚でもあった。プライベートでも飲みに行ったり、休日は仕事抜きのゴルフに出かけたりもしている。だが、そのことは社内では秘密だった。二人で過ごす時間の居心地が良すぎて、第三者に邪魔されないよう、黙っていることにしたのだ。

　だから、康輔には桐生が面倒な話題を沈黙でやり過ごそうとしているのがわかった。

「俺はこいつとは違うさ」

　適当な言い訳を思いついたらしく、桐生がニヤリと笑う。

「俺の初恋は小学校のときだ」

「同級生ですか？」

「いや、近所の酒屋の未亡人」

　桐生らしい答えに、康輔は小さく笑いを噛み殺す。ここで笑うと、きっと眞美たち女子社員の怒りを買うのは間違いない。

「なんだろうなぁ。未亡人特有の色気があって、子供ながらドキドキしたもんだ」

　全くの嘘ではないのか、桐生は懐かしそうな顔で言葉を続けた。

「そんなの初恋じゃなくて、ただの性欲です」

「おいおい、酔ってるとはいえ、女の子の言う台詞じゃないぞ」

　上司らしく、桐生が苦笑いで眞美を窘める。基本的に仕事の場でも飲み会でも、桐生は部下を厳しく叱責することはない。どこか飄々とした掴み所のない印象のままに、知らないうちに間違いに気付かされ、反省させられているといった具合だ。

　だが、それも相手が話を聞いていなければ通じない。眞美は人の話を聞かず、自分の意見を押しつける悪い酔い方をしていた。

「つまり課長も初恋はまだってことです」

「俺はこいつみたいに告白したことがないわけじゃないぞ」

「そんなの、ただセックスがしたかっただけでしょ」

　元々、あまり酒癖のよくない眞美だが、今は勢いがついたのか、言葉がどんどんエスカレートしていく。

「そんな態度じゃ、全然ダメです。二人とも女性に対して失礼です」

「失礼な態度を取ってたつもりはないよ。そう言われたこともないし」

　多分、効果はないだろうと思いつつ、康輔はやんわりと抗議した。

「好きじゃないのに付き合うのが失礼なんですよ。二人とも、ただ彼女に会いたいとか、ただ一緒にいたいとかって、本気で思ったことないでしょう？」

　説教モードに入った眞美に気付かれないよう、康輔は横目でチラリと桐生を盗み見た。話を打ち切らせるなら課長である桐生に任せるべきだ。だが、同じタイミングで康輔に目配せしてきたところを見ると、どうやら同期のお前がなんとかしろと言いたいらしい。

　視線だけで押し付け合いをし、結局、どちらも引き受けず、二人はしばらく理不尽な説教に付き合わされた。







「みんな、気をつけて帰れよ」

　上司として部下たちを気遣う桐生のそばに、康輔は当たり前のように控え、そのやりとりを見守っていた。

「じゃ、俺たちも行くか」

　そう康輔を促し、桐生は他の部下たちとは反対方向に向かって歩き出す。飲み会に参加していたメンバーでは桐生と康輔だけが同じ方向だった。

「ここはやっぱり飲み直しだな」

「ですね」

　桐生の提案に、康輔もすぐに同意した。さっきは眞美の酒癖の悪さを目の当たりにして、気持ちよくは飲めなかった。二人の足は自然とここから徒歩で行ける行きつけの店へと向かっていた。

「そうだ。さっきのあれ、お前、もうちょっと早くなんとかしろよ。同期だろ？」

　桐生がいつもの二人だけのときの態度に代わり、飲み会でのことを蒸し返す。

「年長者を立てたつもりですが……」

「そういうときだけ、人を年寄り扱いしてんじゃねえよ」

　桐生が軽く背中を叩いてくる。決して痛くない強さだが、それでも他の部下には絶対にしないことだ。

「でも、初恋の話もそうですけど、恋愛についても、みんな、真剣に考えてるんですね」

　康輔には理解できなかった感情を、同じ扱いをされていた桐生にぶつける。

　繁華街から遠ざかっているからか、人通りがどんどんと少なくなり、だからこそ、人に聞かれると気恥ずかしいような話題でも平気で口にできた。

「ただ会いたいだっけ？」

「言われてみれば、確かに、そんな感情はなかったような気がしますよ」

　薄情だと言われても仕方がない。自分から好きになったのではないせいか、相手に対してそれほど特別な感情は持てなかった。それでも康輔なりに彼女扱いをしていたつもりだが、相手には不満があったのだろう。いつも関係は長く続かなかった。

「俺の会いたいは、やりたいってことだったからなぁ」

「そりゃ、最低って言われますね」

「だから、最近は特定の恋人を作ってないだろ。なんだか、面倒になってきてさ」

　桐生がしみじみとした口調で呟く。

「俺もです」

「お前は言うな。まだ三十だろ」

「でも、正直、最近は彼女とか作ろうっていう気にならないんですよ。桐生さんといるほうが楽しいですし」

「ああ、それは俺も同感だな」

　笑いながら同意されたことが、康輔を嬉しくさせる。

「お前なら、ただ会うだけでいいんだけどな」

「この間なんか、ホントに何もしませんでしたもんね」

　康輔は答えながら、つい思い出して笑ってしまう。

　会社でも毎日会っているが、プライベートで最後に会ったのは、先週末の土曜日だ。初めて、桐生が康輔の自宅マンションに訪ねてきたときだった。桐生が暇だからと電話をかけてきたとき、康輔はちょうど宅配便の到着を待っていて出かけられず、それならと桐生が自宅に来ることになったのだ。

「ただ会いたいとか、一緒にいたいとかだったっけ？」

「ああ、そんなこと言ってましたね。それが恋愛してる証拠に……」

　康輔は最後まで言うことができなかった。この一年ほど、そんな感情の伴う行動を取っていた。そして、康輔にそんな行動を取らせる相手が目の前にいることに気付いたからだ。

　黙っていれば、気付かずに済んだだろう。けれど、康輔だけでなく、桐生もまた自らそのことに触れたせいで、気付かずにはいられなかった。

　言葉にしてしまったことで、二人の関係が、今、この瞬間から別のものへと変わり始める。

「お前さ、……俺に会いたいとか思ったりする？」

　桐生の声にいつもにはない躊躇いのような、僅かな間が生まれている。

「それがね、困ったことに思うんですよ」

「困ることはないだろ」

　康輔の返事が桐生を微笑ませる。ただ話をしているだけでも、桐生とは楽しく感じる。桐生もまたそう思ってくれているのだろう。一緒にいるときの桐生は常に笑っていた。

「桐生さんは？」

「思わなきゃ、電話なんかしないだろ」

「ですよね」

　答えがわかっていたけれど、言葉にしてもらいたかった。康輔からの一方通行ではないと確信させてほしかったのだ。

「とりあえず、確かめてみるか？」

「何をです？」

「これが恋ってやつかどうかだよ」

　決断力の早い桐生らしく、先に動いたのは桐生だった。康輔の腕を取ると、素早くビルとビルの間の狭い路地へと移動する。

「どうやって確かめます？」

　狭い路地だから、自然と二人の間の距離が近づく。しかも腕は掴まれたままだ。嫌でも互いの体温は感じてしまう。

「そりゃ、やっぱりこうだろ」

　ニヤリと笑う桐生の顔が、さらに近づいた。

　きっとキスをするつもりだ。わかっていたけれど、康輔は顔を逸らさなかった。逸らしたら負け、そんな意地みたいなものだけで、ギリギリまで目も閉じなかった。

　唇が触れた瞬間、自然と瞼が下りる。

　男とキスをするのはこれが二度目だ。大学生の頃、罰ゲームでキスをさせられた。そのときは気持ち悪いと思っただけで、今となっては感触も何も覚えていない。

　それなのに今は全く嫌悪感はなかった。こうしてキスをするのが自然なのだと思えるくらい、桐生の唇は康輔のそれに馴染む。

　薄い唇は見た目に反して柔らかく、もっと味わっていたいような気持ちにさせた。

　けれど、お試しのキスはすぐに終わる。

　ただ唇を合わせただけ、一瞬ではなかったものの、おそらくほんの数秒程度だっただろう。康輔にとっては予想外に早く桐生が離れていったから、引き留める間もなかった。

「意外と平気なもんだな」

　唇を離しただけのまだ顔同士がくっつくほどの近い距離で、桐生が色気のない感想を口にする。

「平気なだけですか？」

　康輔も決してこの距離を広げず、至近距離のまま問いかける。

「何が言いたい？」

　問い返す桐生の瞳には、明らかに康輔の言葉の意味がわかっていて、わざとはぐらかしているような、そんな余裕が垣間見えた。

「俺は……」

　何をどう言えば効果的なのか。康輔はまるで仕事のときのごとく、上司の反応を気にして必死で頭を巡らせる。

「興奮しました」

　より効果的に伝えるため、短い言葉を選ぶ。

「あの程度で？」

「キスそのものより、桐生さんとっていうシチュエーションにですね」

「ああ、それはわかる」

　桐生がふっと口元を緩める。

「おまけに外でだしな。俺も久々にしたよ」

「若い頃はよく外でキスしてたんですか？」

「人を年寄り扱いするなっての」

　今度ははっきりと笑顔になり、桐生が康輔の頭を軽く叩いた。

　こんな状況でなくても、桐生との会話は楽しいのだが、この駆け引きめいた言葉のやりとりは、いつも以上に康輔を高揚させる。

「で、どうするんだ？　その興奮」

「もっと先まで確かめてみるというのは、ナシですか？」

　仕事上では常識的で慎重だと言われている康輔にしては、随分と思い切った。

「そうだな……」

　桐生が答えを迷っているふうに、伏し目がちに視線を落とす。

　断られても無理はない提案だ。キスまでなら、男同士でも経験した人間は多いだろう。けれど、その先となると、簡単にはいかない。康輔も桐生もノーマルな男だし、これまでに当然、男性相手の経験もない。

　無茶を言っているのは、康輔もよくわかっている。それでも、もっと桐生に触れたいという欲求を抑えることができなかった。

　多分、自分が思っている以上に、切羽詰まった顔をしていたのだろう。ふと視線を上げた桐生が、康輔の表情に気付き、柔らかい笑みを浮かべた。

「ここからなら、ホテルに行くこともないか。うちまでくらい我慢できるだろ？」

「それって……」

　康輔は思わず生唾を飲み込む。

「先に進めるんじゃなかったのか？　キスならいいけど、さすがにこの先は外じゃ無理だからな」

　誘う言葉には年上の男の余裕と気遣いが感じられた。

　さっきからずっと桐生にリードされっぱなしだ。いくら上司でも年上でも、今は対等でありたい。

「こんなことで暴走するほど、俺も若くはないですよ」

　余裕のある振りで康輔が笑ってみせると、

「だったら、行くか？」

　桐生は顎をクッと上げて、人通りのある通りを指し示す。

「もちろん、お邪魔します」

　康輔に断る理由はない。きっぱりと答えて歩き出した康輔の後を、小さな笑い声とともに桐生がついてくる。

　この先、どこまで進めるつもりなのか、まだ康輔は考えていなかった。男相手にどこまでできるのかもわからない。途中で萎える可能性は大いにある。もしかしたら、桐生の家に着くまでの間に、我に返り熱が冷めてしまうことも考えられるのだ。

　どちらに転ぶとしても、後で気まずくなるのは避けられないだろう。それがわかっているのに、康輔の足は止まらない。

　運のいいことに、通りに出てすぐにタクシーが通りかかり、康輔が呼び止め、先導して乗り込んだ。

　桐生の自宅マンションの住所は知っている。運転手に行き先を告げる康輔の隣で、桐生は止めることもなく、面白そうに成り行きを見守っていた。







　ホテルに行くまでもないと言ったとおり、タクシーで走ること十分弱で、桐生のマンションへと到着した。

　何度か迎えに来たことはあっても、室内に入るのは初めてだ。康輔の部屋よりも広く、思わず間取りを確認してしまう。

「そこがバスルーム」

　康輔の視線に気付いたのか、廊下に並んだドアの一つを桐生が指さしながら説明する。

「先にシャワーか？」

「浴びさせてください」

　康輔は躊躇わずに答えた。今更、桐生によく思われたいというのではないが、礼儀として、汗くらい流しておきたかった。

「なら、一緒に入ろう」

　桐生が康輔の肩に手を置き、予想外の提案をしてきた。

「一緒に……、ですか？」

　康輔は驚きを隠せず、声を上ずらせながら問い返す。

「とりあえず、互いに裸を見せ合っても、まだその先をやる気になるかどうかを確かめるんだよ」

「桐生さんはできないと思ってるんですか？」

「男の体は正直だからな」

　勢いや意地だけではできない。桐生は冷静だった。

　桐生がバスルームのドアを開け、先に中に入る。脱衣所兼洗面所で、桐生は躊躇いなく服を脱ぎ捨てていく。康輔は慌ててその後に続く。

　思い返してみれば、ゴルフに行ったときにも、会社の慰安旅行でも、一緒に風呂には入っている。桐生の裸はもう何度も見ているのだ。それなのに、気持ちが違うからか、今は全く違ったものに見えてくる。

　康輔の視線は、全裸になった桐生に釘付けになる。

「なんで、勃ってるんだ？」

　今度は康輔が桐生の視線に晒される。同じように服を全て脱ぎ捨てた状態で立っていたから、その中心は隠しようがなかった。

「桐生さんのせいみたいですよ」

「他人事みたいに言うな」

　桐生が康輔の背中を叩く。それが合図となって、二人で浴室へと移動した。

　広めのバスルームとはいえ、大の男が二人で入るには若干、小さいのだが、窮屈だと感じるほどでもない。

　桐生がシャワーの湯を調節している姿を横で見ながら、

「桐生さんは変わりませんね」

　康輔は不満げに呟いた。

「この年でそんな簡単に勃ってたら、それはそれで問題だろ」

「俺としては、変化がないと困るんですけど」

「だったら、お前が頑張れよ」

　挑発するように言って、桐生が振り返り、康輔の正面に裸身を晒す。

　桐生の背中からはシャワーの湯が降り注ぎ、全身を濡らしている。それが扇情的に見えて、康輔は誘われるように一歩足を踏み出した。

　頑張れと言われたのだから、触ってもいいはずだ。そう確信を持って、康輔はそっと手を伸ばす。

「……っ……」

　中心に触れると、桐生が小さく息を詰めた。

　そんな些細な反応でも、初めて優位に立てた気がして、康輔はさらに大胆に手のひらで包み込む。

　他人のものに触る違和感も嫌悪感も、一切、湧いてこない。もっと感じさせれば、桐生がまた違った顔を見せてくれるのかと、ただ桐生の反応を見たいだけだった。

　ゆっくりと手を動かし始めた康輔は、視線の先で動く桐生の手に気付く。

「桐生さん？」

　勃起した屹立を桐生に握られ、康輔は上ずった声を上げた。

「驚くことか？　確かめようと言ってるんだから、俺だって触るっての」

「それはそうなんですけど……」

　まだ変化していない桐生とは違い、康輔のそれは敏感になっている。同じ刺激を受けても、圧倒的に康輔が不利だ。

「男に触られて感じるかどうかだけじゃない。男のものを触れるかどうかも大事だろ？」

　正論すぎて反論できないでいる康輔だったが、桐生は自分の発した言葉に納得できないように首を傾げる。

「いや、違うな」

　桐生が自らの台詞を否定したかと思うと、不意にぐっと顔を近づけてきた。

「今の言い方だと男なら誰でもいいみたいに聞こえる。男のものじゃなくて、お前のものにこうして触れてるってことが大事なんだ」

　見つめる桐生の瞳が熱を帯び始める。こうして話している間も、二人は手の動きを止めていなかった。桐生を刺激しているのは康輔だから、その手の中にあるものの変化はよくわかっていた。

「これ、気持ちいいでしょう？」

　康輔は左手で袋を揉みしだきながら、右手は屹立を扱き上げる。女性を相手にするときとは違い、男同士はどこをどうすれば感じるのかがわかるという利点がある。

「へえ、お前はいつもそうやってるってわけだ」

　言葉で煽るつもりが、逆にやり返され、羞恥で体が熱くなる。桐生が一筋縄ではいかないことくらいわかっていたはずなのに、ついいつもの癖が出てしまった。

「余計なことは言わずに、今は集中してください」

「お前もな」

　また瞬時にやり返され、康輔は苦笑いするしかなかった。

　恋じゃなかったと言われても、これまで甘い駆け引きは何度も経験してきている。それが桐生相手では全く役に立たない。

「うっ……」

　いきなり強く屹立を握られ、その痛みに康輔は顔を顰める。

「今、余計なことを考えてただろ？」

「すみません。集中します」

　素直に謝ったのは、比較するつもりはなくても、こんな場面で過去の女性とのやりとりを思い出したりするのは、桐生に対して失礼だと気付いたからだ。

　それからは無言でただ桐生を高めることだけを考えた。手の中の昂ぶりから伝わる熱を感じながら、ひたすら擦り上げる。

　そうすると桐生も同じようにやり返してくれる。桐生もまた康輔を感じさせようとしてくれていた。

　シャワーから溢れ出る湯が浴室内を暖かくしていき、互いの手の動きが二人の体温を上げていく。汗を流しにきたはずなのに、また新しい汗が吹き出していた。

　康輔の中心は痛いくらいに張り詰めていて、もう限界寸前になっている。そして、桐生もまた同じ状態なのは明らかだった。

　タイミングを計るように桐生が視線を投げかけてくる。康輔はそれに無言で頷いた。こうなってしまえば、達するしかないのは男だから何も言わなくてもわかりあえる。

　擦り合う手は解放に向けて同時に加速していく。

「はぁ……」

　達した瞬間、自然と互いの肩口に顔を埋め合っていた。解放感から吐き出された桐生の熱い吐息が耳元にかかる。それが康輔に甘い余韻を引き摺らせた。

　桐生から離れたくない。もっと息が触れ合うくらいに重なっていたい。そんな欲望が康輔の口を開かせた。

「これで終わりなんていいませんよね？」

　自分は無理だと言葉に込めて、康輔は桐生の耳元に問いかける。

「無理っぽいな」

　軽い言い方だが、桐生も一度の射精で熱が治まっていないことは、風呂のせいだけではない、上気した肌でわかる。

「ベッドに行くか」

　誘いではなく、決定事項として伝える桐生の言葉が妙に生々しく聞こえる。

　桐生は手早く汗を流すと、康輔を振り返ることもなく先に浴室から抜け出した。

　早く追いかけないと桐生の気が変わってしまうかもしれない。そんなはずはないのに、康輔は焦る。桐生の真似をしてシャワーを全身に浴びると、すぐさま浴室を出た。

　脱衣所に出ると、既に体の水気を拭き取った後の桐生が、康輔にバスタオルを差し出してくる。そうしておいて、桐生は何も身につけずにすたすたと歩き出す。

　一見、色気がないようにも思えるが、逆にその潔さにそそられる。康輔の足は無意識に桐生を追いかけていた。

　リビングを通り抜けた先にあるドアを桐生が開けると、ベッドがあるだけの殺風景な部屋が見える。

　このベッドで桐生は女性を抱いてきたのだろうか。あり得ない話ではないのに、想像しただけで理不尽な嫉妬にかられた。

　足が自然と動き、手が意志を持って背後から桐生を抱き締める。そして、その勢いのままベッドに押し倒した。

　ベッドに押さえつけ、覆い被さりながら桐生を見下ろした。

「俺が下なわけ？」

　若干、不服そうに眉根を寄せ、桐生がポジションを確認してくる。男女なら聞く必要のないことも、男同士では重要な問題だ。

「ここは部下に譲ってください」

「普通は上司を立てるもんだろ」

「部下に経験を積ませるのが上司の務めじゃないですか？」

「言うねえ」

　康輔の返事が気に入ったのか、桐生はくっと喉を鳴らして笑った。

「納得してもらえました？」

「俺のほうが絶対に上手いと思うんだけどな」

　何が上手いのかは、この状況なら尋ねなくてもわかる。下手だと言われて喜ぶ男はいないだろう。康輔ももちろん嬉しくはない。

「どうしてわかるんですか？」

「お前ってさ、これまでずっと相手から望まれて付き合ってきたわけだろ？」

　ベッドの上で押し倒されている状況なのに、桐生は余裕の顔で問いかけてくる。

「それが何か？」

「そういう奴は基本的に相手を楽しませようなんて考えない。お前も入れて終わりだったんじゃないのか？」

「まさか」

　いくらなんでもそれはないと、康輔は呆れて笑う。

「そこまでひどい男じゃありませんよ」

「それなりにひどい男だって自覚はあるわけだ」

「まあ、こうして上司を押し倒してますしね」

「違いない」

　桐生がまた楽しそうに笑い出す。

「その点、俺は肉欲先行型だと言われようが、やりたいって気持ちがあるから、そりゃ尽くしたもんだ」

　桐生は過去の自分を褒めるように、しみじみと言った。

　公私ともに面倒見のいい男だから、あながち今の台詞も間違っていないのだろう。相手に対して恋愛感情がなくても、というよりむしろ、ないからこそ、その後ろめたさが尽くすという行為に繋がっていたのかもしれないと、康輔はふとそんなふうに思った。

「だから、テクニックはそれなりに持ってるつもりだけどね」

「それは次の機会に披露してください」

　桐生の自慢を康輔はあっさりと流した。

「何、もしかして、切羽詰まってるのか？」

「男ならわかりますよね？」

　からかい口調の桐生に、康輔は真顔で返した。そして、視線をそのまま二人の体に挟まれた自身へと注ぐ。

　風呂場で射精したのはほんの数分前なのに、康輔の中心は既に昂ぶりを見せ始めていた。いつもなら楽しいはずの桐生との会話も、今はもどかしい。

「仕方ない。上司の務めとやらを果たすとするか」

　寛容な上司は艶然とした笑みを浮かべる。

「お手並み拝見だな」

「最大限、努力します」

　康輔の宣言に応えるように、桐生の手が首の後ろに回る。

　まずはキスからやり直し。きっと桐生はそう言いたいのだろう。康輔は初めてのキスとは違い、唇を薄く開け、桐生の口中へと舌を差し込んだ。

　お試しではない、本気のキスだ。昂ぶらせ、感じさせ、その気にさせるために、康輔の舌が蠢く。桐生の舌に絡ませると、負けじと応えてくる。

「ん……ふぅ……」

　桐生の口から甘い息が零れたのは、激しすぎるキスに唇がずれたせいだ。

　ほとんど体格が変わらないから、こうして体を重ねていると、中心の位置もほぼ同じになる。今、康輔のそれに熱を持った桐生の昂ぶりが押し当てられている。

　康輔はゆっくりと体を起こす。抱き合うのも体温を感じられていいのだが、そのままでは身動きが取れない。風呂場では中心しか触れなかった。だから、今度はじっくりと桐生の体を味わうつもりでいた。

　二人の間に空間ができても、桐生は動こうとしない。どうやら本気で康輔に身を任せてくれるようだ。

　康輔はそっと手を伸ばし、感触を確かめるように肩から手を這わせていく。風呂上がりのしっとりした肌が予想外に手に馴染む。

「……っ……」

　ゆっくり滑っていた指先が乳首を掠めた瞬間、桐生が微かに身じろいだ。感じているというより、予測できていなかったといったふうに見える。

　予想外の行動は、身構えることができない分、余計に感じるはずだ。康輔はもっと桐生を驚かせてやろうと、胸元に顔を近づけた。

「そこまでするか」

　呆れたような響きを持った声が頭上から聞こえてくる。

「テクニックがないと思われたくありませんから」

　康輔は胸の尖りに唇を押しつけたままで答えた。言葉を紡ぐ度、唇と舌が動き、微妙な刺激を与えているはずだ。桐生から反論がないのがそれを証明している。

　女性のような膨らみがあれば、愛撫もしやすいのだが、こんな小さな突起だけでは、どこをどうすれば感じさせられるのかわからない。それでも、康輔は吸い付いたり軽く食んだりしながら、夢中になって愛撫した。

　だが、途中から桐生を感じさせるためではなく、康輔自身が楽しむための行為に変わっていた。自分でも信じられないが、男の胸に堪らなくそそられたのだ。

「お前、しつこい……」

　いつまでも胸への愛撫を繰り返す康輔に、桐生から軽い抗議が入る。だが、その声には微かな甘い響きが含まれていた。

「すみません。つい、楽しくて」

　康輔はようやく顔を上げ、桐生と目線を合わせる。

「上司の体で遊ぶなよ」

「そうですね。俺ばかり楽しんでちゃいけませんよね」

　桐生の目をまっすぐに見つめ、そう言いながら康輔は口元を緩めた。この先の桐生の反応を想像するのが楽しくて、どうしても、顔がにやけてしまう。

　康輔は体を下にずらし、顔の位置を桐生の股間の正面に合わせた。

　すっかり勢いを取り戻した屹立が、康輔が見下ろす先にある。普通なら見たいとさえ思わないものなのに、今は形を変えてくれていることが嬉しくて愛おしいとさえ感じてしまう。

　ゆっくりと頭を下げ、桐生のそれに口づける。

「ちょっ……」

　さすがに焦った声が聞こえてきたが、康輔は聞こえなかった振りで、さらに口中へと飲み込んでいく。

「う……ふぅ……」

　直接的な刺激には声を殺せないらしく、桐生の甘い吐息が静かな室内に響き渡る。

　もっとこんな声を出させたい。もっと激しく喘がせたい。そんな思いが康輔の動きを加速させた。

　頭を上下させ、唇で屹立を扱き上げる。そのたびに康輔の頭に添えられた桐生の手に力が入る。

「あ……はぁ……っ……」

　頭上で響く桐生の喘ぎは限界に近づいたことを康輔に教えてくれている。

　このままいかせてしまうのは簡単だ。だが、康輔が望んでいるのは、どちらか一方だけが達してしまうことではない。

　康輔はゆっくりと顔を離した。何をするのかと不思議そうに桐生が見守る中、桐生の足を広げさせ、その間に腰を進めた。

　経験はなくても、男同士のセックスの知識くらいはある。それは桐生も同じだったらしく、本当にそこまでやるのかというような驚いた視線を向けてきた。けれど、康輔を拒もうとはしなかった。

　ローションのようなものでもあればよかったのだが、急な展開でそんな用意はできていない。何かないかとベッド周りに視線を巡らしていると、

「そこにハンドクリームなら入ってるぞ」

　目敏く気付いた桐生が助け船を出してくれる。桐生は手を伸ばして、ベッドのそばにあるナイトテーブルの引き出しから、手のひらサイズのボトルを取り出した。

「手荒れがひどかったときに店員に勧められて買ったんだが、ほとんど使わないで入れっぱなしにしてた」

「お借りします」

　何に使うのかは確認しなくてもわかっている。その上で申し出てくれた桐生の厚意を無駄にする理由はなかった。

　ボトルの蓋を開け、たっぷりと指先ですくい取ってから、それを後孔に近づける。

「……っ……」

　本来なら他人に触れさせるはずのない場所だ。そこに与えられた刺激に、桐生が息を詰まらせ身を竦ませる。拒むつもりはなくても、無意識に体が反応してしまうのだろう。

　康輔は緊張を解くために、まだ勢いを保ったままの屹立に左手の指を絡ませる。

「あぁ……んっ……」

　康輔の指の動きに合わせて、桐生が甘く喘ぐ。その隙に康輔は指を差し込んだ。

「ああっ……」

　衝撃に襲われた桐生が悲鳴を上げ、苦痛に顔を歪めた。

　中は指一本がやっとなほどに狭い。肉壁が押し返そうと康輔の指を締め付けてくる。だが、桐生から拒絶の言葉が出ない以上、やめるつもりはなかった。

　ほんの少しずつ指を動かしていくと、僅かに隙間ができたような感覚を覚える。そこに康輔は二本目の指を差し込んだ。

　圧迫感が相当あるのだろう。桐生の眉間には皺が寄っている。

　康輔は両手を動かし続ける。後孔を解すだけではせっかく昂ぶっている屹立を痛みで萎えさせてしまう。二人で感じ合わなければセックスではない。こんなふうに相手のことを真剣に考えて抱くのは初めてだった。

「あ……」

　指先がある一点を掠めた瞬間、桐生の眉間から皺が消えた。

「ここですか？」

　確認を求めて問いかける康輔に、桐生は無言で頷いて返す。

　前立腺を刺激してやればいいのだと、ようやく康輔は気付いた。やはりこれまでとは勝手が違う。だが、これで少し桐生を楽にできる。

「や……っ……はぁ……」

　見つけたばかりの前立腺を攻め立てると、桐生の口からはひっきりなしに嬌声が溢れ出てくる。

　今ならもう一本、指を増やしても大丈夫そうだ。康輔は慎重に二本目の指を中へと沈み込ませる。

「……ふ……ぅ……」

　桐生の口から微かな息は漏れたものの、圧迫感が増えたと訴えることはなかった。それを上回る快感によって、もはや圧迫感など感じなくなっているようだ。

　二本の指で中を掻き回し、押し広げ、刺激を与えつつ、康輔を受け入れるための準備を積み重ねる。どうすれば桐生が気持ちよくなるのか。それを考えるだけでも、康輔は興奮してくる。

　桐生の溢れ出した先走りが屹立を伝い落ちてきて、康輔の指まで濡らし始める。

　これならできるかもしれない。康輔は指を引き抜くと、広げさせた両足の膝を掴み抱え上げて、その奥に腰を押しつける。

「くぅ……ああ……」

　熱い昂ぶりが桐生の体を犯す。押し出されるように漏れた声は、苦痛以外のものが混じっていた。突き刺した屹立が前立腺を擦っているせいだろう。康輔はそこを狙ってさらに激しく突き上げた。

　ベッドが軋む音や双丘に打ち付ける音に、止まらない桐生の喘ぎが混じり合う。

　康輔はただひたすら夢中で腰を動かした。熱い締め付けは、今まで付き合った女性たちとでは得られなかった快感だ。桐生が初めての男だからではなく、きっと桐生に対する感情が、快感を大きくしているに違いない。

「も……もう……」

　桐生が限界だと言葉にならない声で訴えてきた。素早く手を前に回すと、先走りが溢れ出している。

「俺だけ……いかすなよ……」

「わかってます。俺も一緒に」

　康輔も余裕があったわけではない。むしろ、康輔のほうがずっと切羽詰まっていた。

　桐生の中心に指を絡め、射精を促しながら、一際大きく突き上げた。

「くっ……」

　低く呻いて達したのは康輔だ。桐生は言葉もなく康輔の手を濡らしている。康輔はどうにか達する瞬間に自身を引き抜き、中に出すことだけは避けた。そのかわり、桐生の双丘にぶちまけてしまったが、抗議の声は聞こえてこなかった。

　繋がりから解かれた桐生が俯せでベッドに四肢を投げ出した。

「疲れた……」

　掠れた声の第一声に、康輔は苦笑する。

「感想がそれですか？」

「だってそうだろ。この年になってこんな疲れるセックスをするなんて、誰が想像したよ」

「でも、最高に感じませんでしたか？」

　尋ねながらも答えはわかっていた。桐生がどれだけ感じていたのかは、最中の桐生の態度が教えてくれていたからだ。

「けどさ、これって、結局、肉欲だったってことじゃないのか？」

　今更ながら、そもそもこうなるに至った原因を桐生が口にする。

「全然、違います」

「どうして、そう言い切れる？」

「少なくとも俺はですけど、こんなに誰かを欲しいと思ったのは初めてですから」

　素面なら言えないような台詞も、セックスの後の高揚感からか、照れもなく真顔で言えた。

「そういう意味じゃ、俺もかな」

　桐生が少し照れくさそうに笑う。

「他人に身を任せるなんて、生まれて初めてだ」

　確かに桐生の言うとおり、ずっと康輔の好きにさせてくれていた。これは相手に対する信頼がなければできないことのはずだ。

　信頼イコール愛情と言うつもりはないが、少なくとも桐生の特別な存在であることは間違いない。

「これからどうします？」

「何が？」

「初恋はいつだって聞かれたらですよ」

「まさか、四十の今とは言えないよなぁ」

　そう答えることで、桐生は康輔への感情を恋だと認めている。そんな想いを抱かれているのが嬉しいと感じてしまうのは、きっと康輔も恋をしているからだろう。

「三十の俺でも言えませんから、二人だけの秘密ってことでどうですか？」

「ま、そうするしかないだろうな」

　二人は顔を見合わせて笑う。

　年を重ねてからの初恋も悪くない。ただそれを人に自慢できないのだけが残念だった。














































恋する証拠を確かめようか




2014年6月13日発行　ver.1.0





著　者　いおかいつき

発行者　三坂泰二

編集長　波多野公美

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

　　　　〒102-8177

　　　　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　03-3238-8745（営業）

編　集　メディアファクトリー

　　　　0570-002-001（カスタマーサポートセンター）

　　　　年末年始を除く平日10:00～18:00まで



©Itsuki IOKA 2014

http://www.kadokawa.co.jp/




※無断で複製・複写・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。
















item/image/kuchie.jpg
S

: )
O
o LR K mmuu
7 _| M/l -/ﬂﬂ\.*a/n(ll_ %
Q)






item/image/cover.jpg





item/image/logo.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		恋する証拠を確かめようか













Guide





		表紙













item/image/ad01.jpg
$25 Bleu fine
7)1/ }V)Ui le?%—-wf/






item/image/ad02.jpg
(e Blou Line
7}1/ }Vi,i 17%__5/{:/






item/image/ad03.jpg
e Bleu Line
)V }qui 167:%—-54‘/

7
i i

CNE <






